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作成 令和 2年 6月 30日 

摂津市議会議員 松本暁彦 

 

令和 2年第 2回定例会一般質問 ～本会議２日目 令和 2 年 6月 25 日～ 
議事録（抜粋） 

 

７ 新型コロナウイルス感染症対策を含む安全安心のまちづくり 

２ 市の新型コロナウイルス感染症対策体制について 

 

○松本議員 

７－２ 市の新型コロナウイルス感染症対策体制についてですが、コロナ禍で、教

育委員会も含め多岐に渡る対応が必要となりました。これには一元的リーダーシップ

の発揮が求められたかと思いますが、市のコロナ対策はどのような態勢で対応されて

きたのか、お聞かせください。 

 

（略※） 

 

〇辰巳総務部理事 

新型コロナウイルス感染症対策に伴う対応体制についてのご質問にお答えいたし

ます。 

本市では、2 月 3 日に市長をトップとした摂津市新型コロナウイルス対策本部を設

置し、情報共有を図るとともに、感染防止に全力で取り組んで参りました。 

その後、4 月 7 日に新型インフルエンザ等特別措置法に基づく緊急事態宣言がなさ

れてからは、本事案を「危機事象」と捉え、市条例に基づく摂津市新型インフルエン

ザ等対策本部に移行して、新組織である防災危機管理課が事務局を担い、保健福祉部

門や各施設所管課などと連携を図りながら一層の感染防止対策に注力をしてまいり

ました。 

危機管理部門がリーダーシップを発揮し、部局横断的に調整することでスムーズな

連携を図ることができ、各種支援策等につきましてもスピーディーに取りまとめるこ

とができたと考えております。 

このように市長が陣頭指揮を執られ、危機管理部門が全庁を統括し、リーダーシッ

プを発揮することで感染症拡大防止と市民生活の安定に鋭意取り組んで参りました。 

 

（略※） 

 

○松本議員 

次に、市のコロナ対策体制について、危機管理部門のリーダーシップ発揮など全庁
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体制で取り組んできたことを理解致しました。高く評価致します。現状及び今後の態

勢についてはどうされるのかお聞かせください。 

 

〇村上議長 

 総務部理事 

 

〇辰巳総務部理事 

お答え致します。現在、国の緊急事態宣言は解除されておりますので、条例設置の

「摂津市新型インフルエンザ等対策本部」を廃止し、要綱設置の「摂津市新型コロナ

ウイルス対策本部」へと、庁内の体制は移行しております。 

今後につきましては、発生が懸念されている第二波、第三波が到来したといたしま

しても迅速に対応できるように、防災危機管理課が先頭に立ちまして、各部局としっ

かり連携して参ります。 

 

〇村上議長 

 松本議員 

 

○松本議員 

是非、理事及び危機管理課が先頭に立って連携を取って頂ければと思います。油断

せぬようお願い致します。最後に市長にコロナ禍の状況を踏まえ安全安心のまちづく

りをどう進められようとしているのかお考えをお聞かせください。 

 

〇村上議長 

 市長 

 

〇森山市長 

コロナ禍における安全安心なまちづくりの質問についてでございますけども、私が

いつも言っていることですけども、まちづくりのいろはの"い"は、市民の皆様の安全

安心、これに尽きると思います。そういうことで昨今の色んな災害事情を踏まえ、も

っとしっかりと体制を整えようということで、先ほどらい話があったと思いますが、

危機管理課を創設して、専任理事をおいたところでございます。 

ところで、管理課をおいて専任理事を置きましても大規模な災害が起きますと、人

災・天災にかかわらず行政だけではどうにもなりません。いつも言いますように、や

はり自分のことは自分で何とか守ろう、自分達の地域は自分達で何とか守ろう、そう

いった問題意識といいますか、大変な事ではありますけども自覚といいますか、こう

いった事が無いとなかなか所謂行政の力、公助、この力が発揮できないわけでござい

ます。まあ、それには何といってもやはり日頃のつながりの積み重ね、これに尽きる
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わけでございます。そういうことで色んな行事、また色んな取り組みとそれらを踏ま

えながら、その事の中から我々の行政、こういった繋がりをより密になって自助・共

助が発揮してもらえるような環境づくり、これからしっかりと取組んでいきたいと思

っております。そして、自助・共助・公助、1＋1＋1が 5にも 6 にもしていけたらな

と思っています。 

ところでコロナの問題ですけれども、まだまだ予断を許しません。ただ、ご案内の

通り、我々十万未満の基礎自治体には保健所がございません。また専門病院も無いわ

けであります。そんな中で、それぞれが一生懸命頑張って頂いておりますが、これか

らも保健センター、そして医師会をはじめとする三師会はじめ関係団体、また茨木保

健所、上級官庁との連携も密にしながら迅速かつ色々な知恵を絞って、しっかりと安

全安心に取組んでまいりたいと思います。 

 

〇村上議長 

 松本議員 

 

○松本議員 

ありがとうございます。是非ともコロナ対策を適切にされて、自助・共助・公助、

この三つをしっかりと連携させ、それぞれの能力を拡大させ、安全安心のまちづくり

に全力で邁進されることを要望致します。 

 

 

（音声データ等より作成） 

※当該質問に関係のない他の質問項目の部分は省略しています。 

 

＜質問項目一覧＞  

１ アフターコロナでの学校教育の充実について 

２ アフターコロナでの中小企業支援と相談体制強化について 

３ 時代ニーズに応じた墓地行政について 

４ 持続可能な次期一般廃棄物処理基本計画に向けて 

５ シティプロモーション戦略の具体化について 

６ 道路交通を含む中長期的なまちづくり整備について 

７－１ 新たな危機管理体制について 

７－２ 市の新型コロナウイルス感染症対策体制について 

８ 市のガバナンスについて 

 

 


